
 

 
 

多様性、公平性、包括性に関するグローバル方針 

 

Pirelliグループのコミットメント 

Pirelli グループ（以下、「Pirelli」ともいう） は労働環境における機会均等を常に徹底的に遵守し

ています。これは、本方針の中で進展している「機会均等に関するグループ宣言」においてすで

に 2006年に明示されたコミットメントです。 

Pirelliは、多様性、公平性、包括性（DE&I）という価値の促進に積極的に取り組み、同社の名称で、

および/または同社を代表し、および/または同社の利益のために勤務しているすべての人員および

個人、あるいは本方針に定められた原則と目的の実行において同社との他のビジネス関係または

協力関係を有するすべての人員および個人（本文書の「受領者」と総称）による積極的なサポー

トを求めています。 

Pirelli が事業を行っている環境は多国籍であり、実に多様な属性を持つ従業員がこうした環境の中

で勤務しています。また、同時にこうした環境の価値は、競争的優位性であり会社自身の成長と

強化の機会でもあります。最も革新的なアイデアとベストソリューションは、人々が独自性を表

現できる仕事環境から生まれると当社は確信しています。 

Pirelli は、選抜段階から賃金、専門性の分類、職務の割り当て、トレーニング、キャリアアップの

決定に至るまで、就労期間の各場面における機会均等を提供しています。  

こうした決定はスキル、性別、性自認およびジェンダー表現、性的指向、配偶者の有無、子育て

または介護の状況、信仰、政治・労働組合評価、肌の色、社会経済的あるいは文化的背景、民族、

国籍、年齢、精神的または身体的な障害に基づくいかなる区別もなく、経験、従業員が持つ専門

的可能性、達成された結果に基づいてのみ行われるものです。  

Pirelli は常に、いかなる形でも嫌がらせ、虐待または精神的または身体的な拘束、他の個人または

グループによる個人またはグループへの区別がいっさいなく、こうした行為を防止し、こうした

行為が起こった場合には阻止するべく介入することを約束し、すべての個人が、尊厳と尊敬を持

って扱われ、また同様に他者を扱う仕事環境を守ることにコミットしています。  

Pirelli は、人々の関わりと可能性を制約する文化的および組織的障壁を作るのではなく、組織の健

全性に不可欠な要素であると考えられる、個性、企業社会への帰属意識、対話、信用と参加を大

切にする包括性のある文化をこれまで常に実践してきました。 

経営のモデル、プロセス、プログラムは、誰もが能力を最大限発揮できる同等の機会を得られる

ように、すべての従業員をサポートするようデザインされています。  

以下を徹底する上で、本方針の実行には、社内指針および Pirelli が提供しているツールに従った、

グループの従業員の積極的なサポートが必要です。 

• 従業員の雇用および能力開発に関する決定においてあらゆる区別がないこと  

• 無意識の偏見（無意識のバイアス）が生じる可能性を防ぐ目的とともに、多様性、公平性、

包括性の問題に対する組織の感度と認識を常に高く保つこと 

• Pirelliの社内および社外のステークホルダーとの関係において、あらゆる区別や嫌がらせが

なく、包括的かつ敬意を払う仕事環境が維持されていること 

• ジェンダー間での賃金の平等が、成果に基づく同じ条件によって保証されており、いかな

る格差（判明した場合）も明確化され段階的に是正され、これに関する透明性のある報告

がなされていること 

  



 
 

• 心身の健康をサポートし、また、柔軟な働き方の容認、家族への責任を共有する文化の普

及、健康支援プログラムの導入、子育て支援の提供などを通じてプライベートと仕事のバ

ランスを守るために、対話、参加、サービス、取り組みを通じて従業員の意欲が大切にさ

れている。  

 

違反があった場合の報告、機密性、報復の禁止、結果について 

Pirelli グループは、Pirelli のあらゆる者が同社との関係において、または同社を代表して行う、本

方針に定められた原則に対する違反あるいは違反の誘因を成立または成立させる可能性のあるあ

らゆる作為または不作為を、本文書の受領者が誠実にかつ匿名で通報することを推奨しています。

グループの内部告発方針は、www.pirelli.com で多言語で公開されており、通報の提出手順や、通

報がどのように管理され、機密性と報復禁止がどのように保証されるのかについて規定していま

す。通報内容の根拠が十分に確認されると、Pirelli は関連する規制、契約上および懲罰に関する制

度に基づいて制裁を採択します。   

 

ガバナンス  

Pirelli は、それぞれの職責を持つさまざまな社内部署と連携する、多様性、公平性、包括性の管理

者を 1名指名しています。    

多様性、公平性、包括性の分野に関する計画および結果は、CEO が委員長を務めるサステナビリ

ティ戦略委員会が議論および承認するものであり、また、関連する取締役委員会が提出および議

論した上で取締役会が提示、議論、承認するサステナビリティの計画および結果の一部でもあり

ます。 

 

報告  

Pirelliは多様性、公平性、包括性の実績をグループの年次報告書に記載しています。 

 

本方針に関連する文書 

• 倫理規定および行動規範 

• グローバルな人権に関する指針 

• 従業員の健康、安全、権利および環境に対する社会的責任の指針 

• 取締役会の多様性および独立性に関する声明 

• 内部告発に関する方針 - 内部告発手順 
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取締役副会長および CEO 

マルコ・トロンケッティ・プロヴェーラ 

https://corporate.pirelli.com/corporate/it-it/sostenibilita/politiche/sust-whistleblowing-policy
http://www.pirelli.com/
https://corporate.pirelli.com/corporate/en-ww/governance/principles/gov-ethical-code
https://corporate.pirelli.com/corporate/en-ww/governance/principles/gov-code-of-conduct
https://corporate.pirelli.com/corporate/en-ww/governance/principles/group-policy/gov-global-human-rights-policy
https://corporate.pirelli.com/corporate/en-ww/governance/principles/group-policy/gov-social-responsibility-policy-for-occupational-healt-safey-rights-environment
https://corporate.pirelli.com/corporate/en-ww/governance/principles/corporate-policy/diversity-and-independence-statement
https://corporate.pirelli.com/corporate/en-ww/governance/principles/group-policy/gov-whistleblowing-policy

